
東京・町田の緑豊かな丘陵地に広がるキャンパス。「薬を通して人類に貢献」を理念として掲げ、薬学の幅広い分野において薬の専門家として活躍できる薬剤師を育てている。

水まわりの特長
改修の経緯

「昭和薬科大学」は、 1930（昭和5）年に開学した「昭和女子薬学専門学校」を起源とする単科薬科大学。 キャンパスは、 1990（平成2）年に世田谷キャンパスから町田キャンパスに移転。緑豊かな環境の中で、1～6年生が学んでいる。2020（令和2）年に迎える創立90周年へ向けて、校内のトイレ老朽化に伴う改修工事を2018（平成30）年から順次実施しており、2019（令和元）年～2021（令和3）年の間で講義棟の1～5F全フロアを改修。築30年の仕上げの古さや設備の老朽化、空間の暗さなどをすべて一新してイメージアップを図り、理想的なトイレ空間が実現した。利用者からも明るさと清潔感、機能の充実など評価を得ている。

トイレの特長
トイレ空間は用を足すだけの場所ではなく、休憩したり気分転換できる場が求められていると考え、ストレスを感じずに過ごせる設備やしつらえを目指した。講義棟のトイレは白を基調とした清潔感のある内装で、シックな木目調を部分的に使用することで、勉学の場にふさわしい落ち着きのあるトイレ空間を演出している。改修前にあった和式便器をすべて洋式便器に変更し、休憩時間の混雑を考慮して連続洗浄可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を採用。ウォシュレットのリモコンは、発電式のエコリモコンを選定。また、女子学生の割合が多い大学であるため、女性トイレにはスタイリングコーナーを設けたり、十分な幅の荷物置場を設けるなど、女性が使いやすい機能的なトイレ空間に生まれ変わった。

建築概要
名称	 昭和薬科大学 講義棟
所在地	 東京都町田市東玉川学園3-3165
施主	 学校法人 昭和薬科大学
設計監修	 学校法人 昭和薬科大学 施設課
設計・施工	 飛島建設株式会社 首都圏建築支店
竣工年月	 （改修）2019年9月（1F）
	 （改修）2020年12月（4・5F）
	 （改修）2021年12月（2・3F）

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器･フラッシュタンク式：CFS49*系、CFS498B、CFS498BM
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF553*系、TCF5534AU
ウォシュレット管理清掃用リモコン：TCA393／棚付二連紙巻器：YH702
パウチ・しびん洗浄水栓付背もたれ：EWCS802AR
自動洗浄小便器：UFS900系、UFS900JCS
ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR／シングルフック：YKH52AR
ツインデッキカウンター（スペースアップタイプ）：MDWE
壁掛手洗器：LSE90AAPR／壁掛手洗器セット：LSW870APMR
クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC420W
LED照明付鏡：EL80017、 EL80016

さまざまな身体状況の方に配慮した多機能トイレ。オストメイト配慮としてパウチしびん洗浄水栓付背もたれの設置や、衣服を脱ぎ着する際に使用することができるフィッティングボードと全身鏡を完備している。ブース間の壁を天井まで立ち上げて覗き防止や、女性トイレの全ブースに防犯用非常ボタンを設置するなど、緊急時の対策を行っている。ウォシュレットにはエコリモコンと管理清掃用リモコンを導入している。柔らかな光が、顔をまんべんなく照らすLED照明付鏡を設置。取付け高さは男性より女性を低く設定し、使いやすさに配慮している。また、スタイリングコーナーのカウンター下には荷物置きを設け、利便性を高めている。

既存サインを利用し統一感を残しつつ、片側へ大きくサインを設置することでわかりやすくなったトイレのサイン計画。アクセントカラーで男女色分けをしている。（写真は1F東側トイレ）

洗面カウンターは荷物が多い女子学生の使いやすさに配慮し、ツインデッキカウンター・スペースアップタイプを採用。洗面コーナーとスタイリングコーナーの間には仕切りを設置し、周囲の視線に配慮している。男女ともに白を基調とした明るく清潔感あるトイレ。シックな木目調を部分的に使用することで、勉学の場にふさわしい落ち着きのある空間を演出している。

和式便器は、和洋リモデル工法を用いてすべて洋式便器に変更し、あわせてウォシュレットを完備。小便器は床の清掃性に優れた壁掛自動洗浄小便器を採用。小便器下にはハイドロセラ・フロアPUを採用している。
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1F 〔東側〕男性トイレ 和式便器は、和洋リモデル工法を用
いてすべて洋式便器に変更し、あわ
せてウォシュレットを完備。小便器は床
の清掃性に優れた壁掛自動洗浄小
便器を採用。小便器下にはハイドロセ
ラ・フロアPUを採用している。

2～5F 男女トイレ図面2・3F 男性トイレ 男女ともに白を基調とした明るく清潔
感あるトイレ。シックな木目調を部分的
に使用することで、勉学の場にふさわ
しい落ち着きのある空間を演出してい
る。

4・5F 女性トイレ 洗面カウンターは荷物が多い女子学
生の使いやすさに配慮し、ツインデッ
キカウンター・スペースアップタイプを
採用。洗面コーナーとスタイリングコー
ナーの間には仕切りを設置し、周囲の
視線に配慮している。

1F 〔東側〕男女トイレ
図面

男女トイレ 入口 既存サインを利用し統一感を残しつ
つ、片側へ大きくサインを設置すること
でわかりやすくなったトイレのサイン計
画。アクセントカラーで男女色分けをし
ている。（写真は1F東側トイレ）

1F 〔東側〕女性トイレ 
洗面・スタイリング
コーナー

柔らかな光が、顔をまんべんなく照ら
すLED照明付鏡を設置。取付け高さ
は男性より女性を低く設定し、使いや
すさに配慮している。また、スタイリング
コーナーのカウンター下には荷物置き
を設け、利便性を高めている。

1F 〔東側〕女性トイレ ブース間の壁を天井まで立ち上げて
覗き防止や、女性トイレの全ブースに
防犯用非常ボタンを設置するなど、緊
急時の対策を行っている。ウォシュレッ
トにはエコリモコンと管理清掃用リモ
コンを導入している。

1F 多機能トイレ さまざまな身体状況の方に配慮した
多機能トイレ。オストメイト配慮としてパ
ウチしびん洗浄水栓付背もたれの設
置や、衣服を脱ぎ着する際に使用す
ることができるフィッティングボードと全
身鏡を完備している。
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「昭和薬科大学」は、 1930（昭和5）年に開学した「昭和女子薬学専門学校」を
起源とする単科薬科大学。 キャンパスは、 1990（平成2）年に世田谷キャンパス
から町田キャンパスに移転。緑豊かな環境の中で、1～6年生が学んでいる。2020

（令和2）年に迎える創立90周年へ向けて、校内のトイレ老朽化に伴う改修工事
を2018（平成30）年から順次実施しており、2019（令和元）年～2021（令和3）年の
間で講義棟の1～5F全フロアを改修。築30年の仕上げの古さや設備の老朽化、
空間の暗さなどをすべて一新してイメージアップを図り、理想的なトイレ空間が実
現した。利用者からも明るさと清潔感、機能の充実など評価を得ている。

トイレの特長
トイレ空間は用を足すだけの場所ではなく、休憩したり気分転換できる場が求めら
れていると考え、ストレスを感じずに過ごせる設備やしつらえを目指した。講義棟の
トイレは白を基調とした清潔感のある内装で、シックな木目調を部分的に使用する
ことで、勉学の場にふさわしい落ち着きのあるトイレ空間を演出している。改修前
にあった和式便器をすべて洋式便器に変更し、休憩時間の混雑を考慮して連続
洗浄可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式を採用。ウォシュレットのリモ
コンは、発電式のエコリモコンを選定。また、女子学生の割合が多い大学であるた
め、女性トイレにはスタイリングコーナーを設けたり、十分な幅の荷物置場を設ける
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外観 東京・町田の緑豊かな丘陵地に広が
るキャンパス。「薬を通して人類に貢
献」を理念として掲げ、薬学の幅広い
分野において薬の専門家として活躍
できる薬剤師を育てている。
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